
人口：1,031,642人

JETプログラム参加者の人数：（ALT）29人（CIR）4人（SEA）0人

学校数：中学校1校、高等学校45校、特別支援学校20校

No.８ 英語ディベート講座のオンライン実施

英語によるコミュニケーション能力の向上を目指す県内高校生に対し、
県内のJET-ALTの協力により、ディベートのスキルアップを目指した
ワークショップや模擬ディベート活動等をオンラインで実施。

平成30年告示の高等学校学習指導要領に基づき、ディベートやディスカッション
などの活動を通して、英語でやり取りする力の育成が求められる中、各種英語ディ
ベート大会への参加希望者が増加していることを踏まえ、英語によるコミュニケー
ション能力の向上を目指す県内高校生に対して、下記の２点を目標として、平成30
年からディベート講座を開始した。（令和３年からはオンライン実施）

• 英語によるディベート活動等をとおし、グローバル社会で求められる英語による
コミュニケーション能力、論理的思考力、表現力等を伸ばす。

• 自国の文化を再認識させながら国際理解を一層深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度を育成する。

取組のポイント

取組の背景・課題

実施時期：令和３年～現在
任用団体名：山形県

参加生徒は、本取組の期間中、所属校のJET-ALTによる指導を受けながら、ディ
ベート講座に向けた事前準備を行う。

運営を行うJET-ALTはセミナーのコンテンツ開発に携わり、所属校のJET-ALTと
も連携しながら、当日の運営及び指導を行う。

令和３・４年度の取組内容は以下のとおり。
①取組の期間

夏休み期間中から講座当日（令和４年度は３月27・28日）まで
②事前準備の内容

対戦相手を想定した自己紹介の準備、論題に対する肯定側・否定側両方の論拠
資料（英語）の準備

取組の内容
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任用団体の基本情報

※令和５年４月１日現在

 未就学児 小学 中学 高校

取組の主体 取組の対象 地域の国際化 特色ある取組
JET-
ALT

任用
団体

CIR等
との連携

児童・生徒 教
員

住
民

異文化
理解

地域
活性化

多文化
共生

長期休業
中の取組

配置の
工夫

デジタルツール
の活用

多彩!教室で活躍するJET-ALT



取組の内容（続き）

参加者へのアンケート結果（令和３年度）では、ベーシック・スタンダードの両
講座で、参加者の90％以上から「大変良かった」又は「良かった」と評価された。

生徒たちは、本取組を通じて「協働（チームワーク）」「相手の意見を聞く」
「自信を持って話す」「自分の意見を伝える」などのスキルが向上したと認識して
おり、英語でのコミュニケーション能力の向上に一定の成果があったと考えられる。
また、リスニング力や、発言の明瞭さなどが大事であることを改めて認識する機会
になった。

参加した生徒からは、以下のような感想が寄せられた。

• 試合とは違い、JET-ALTの先生方とのアイスブレイクの時間なども設けられてあ
り、楽しく受けることができました。

• 午前中からJET-ALTの先生方と楽しくコミュニケーションを取れて、良い時間で
した。ディベートは緊張しましたが、プレパレーション・タイムの中で話し合い
を濃く行えたのでよかったです。

今後も、本講座を通じて、JET-ALTと参加生徒がやり取りをする場面を確保し、
ディベートのスキルアップを目指すとともに、積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度を育成していく。

取組の成果・今後の展望
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問合せ先
担当部署名：山形県教育局高校教育課

ＴＥＬ：023-630-2869

ＭＡＩＬ：ykoko@pref.yamagata.jp

U R L : https://www.pref.yamagata.jp

③講座当日：ディベートスキルアップ講座「ベーシック」
午前：運営JET-ALTによるスピーキング及びディベートスキルアップ講座
午後：模擬ディベート（運営JET-ALTによるジャッジやフィードバック）

令和４年度の論題「高校生には宿題を課さないべきである。」

④講座当日：試合形式のディベート演習「スタンダード」
試合形式ディベート（運営JET-ALTによるジャッジやフィードバック）

令和４年度の論題「新学期は４月ではなく９月に始まるべきである。」

⑤当日の進行の工夫
・アイスブレイク

Zoomのブレイクアウトルームを活用し、参加校の生徒とJET-ALTや参加校の
生徒同士が英語での簡単なやり取りをできるようにした。

・オンラインでのディベート
Zoomのブレイクアウトルームを活用し、参加校同士が対戦できるようにした。
JET-ALTはディベートのジャッジをしたり、ディベートの振り返りに様々な
観点からアドバイスしたりした。このアドバイスを参考にして、参加生徒は、
プレパレーション・タイムの中で次の対戦に向けて準備することができた。


